


ハ－３　契約設備の仕様（様式３－３）

契約設備の仕様（DRを活用した設備等）

１．アグリゲーターの所在地
（１）住所　　　　　　●●県●●市●●町●●番●
（２）名称　　　　　　●●

２．一般送配電事業者以外に、需要抑制により生じる供給力を提供するための契約があるか否か
· 落札決定後に需要抑制調整契約または相対契約（経済DR等）を締結する
· 既に需要抑制調整契約または相対契約を締結している
（該当するものを○（マル）で囲んでください）

３．アグリゲーターが集約する需要家等の一覧
	需要家
名称
	住所
	供給地点特定番号
	供出電力
（kW）※１
	電圧
（kV）
	電源等種別※２
	供出方法
	指令
手段
	他需要抑制契約の状況※３
	計量器の
有無※４

	Aaa
	*****
	******
	■■kW
	■■kV
	・電源（自家発等）
・需要抑制
	ラインの一部停止
	電話連絡手動遮断
	①
	有・申請中

	Bbb
	*******
	*******
	■■kW
	■■kV
	
	自家発の起動
	
	①
	有・申請中

	Ccc
	*******
	********
	■■kW
	■■kV
	
	
	
	③
	有・申請中



· 契約電力を変更しないことを前提に落札候補者選定後の需要家の追加、差し替えは可能といたします。

※１: 供出電力（kW）が、電源設備または負荷設備の容量（送電端値）以下であることが必要です。同一の設備（または需要家）を他の応札案件と共有する場合は、それらの供出電力（kW）と供出電力量（kWh）が重複しておらず、明確に区別・区分されることが前提となり、それぞれの案件への供出電力（kW）の合計値が、当該設備（または需要家）容量（送電端値）以下となっているかを確認させていただきます。そのため、当該設備（または需要家）からの供出電力・供出電力量の区分方法などが分かるものを添付してください。（様式は問いません。）
同一設備（または需要家）を共有する他の応札案件にも同様の資料を添付いただいた上で、それぞれの案件で、それぞれの供出電力を確実に供出いただけることを確認させていただきますが、その内容が確認できない場合（それぞれの案件での当該設備（または需要家）からの供出（電力（kW）/電力量（kWh））の確実性が確認できない場合）は、当該設備（または需要家）を用い応札した全応札に対し、当該設備（または需要家）を除外して評価いたします。
※２：該当項目を○（マル）で囲んでください。（双方使用の場合は双方に◯）
※３：集約する需要家等の需要抑制により生じる供出電力の提供について、以下の該当する番号を記載してください。
①需要抑制調整供給契約または相対契約あり（他アグリゲーター案件との重複なし）
②需要抑制調整供給契約または相対契約あり（他アグリゲーター案件との重複あり）
③需要抑制調整供給契約または相対契約なし（他アグリゲーター案件との重複なし）
④需要抑制調整供給契約または相対契約なし（他アグリゲーター案件との重複あり）
※４：当社の約款に基づく計量器の有（ただし調整力ベースラインの設定、ならびに、当社からの指令に基づく調整力ベースラインからの出力増減が特定できる計量器に限ります。）、もしくは当社に事前に計量器取り付け・取り替えを「申請中」のいずれか一方を○（マル）で囲んでください。

４．2021年度供給計画上、供給力として計上されていないことの確認（以下に該当する場合は、チェックボックスに☑（チェック）を入れてください。）
□　上記の需要家等は、2021年度冬季追加供給力の提供期間中において、2021年度供給計画上、いずれの事業者の供給力（一般送配電事業者が活用する調整力を含む）にも計上されていません。

※備考（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[bookmark: _GoBack]５．需要家ごとに下記書類を添付
（１）発電設備の場合：発電機の基本仕様書、起動カーブ、運転記録、運転体制
（２）負荷設備の場合：対象負荷設備の容量、制御方法、運転体制



- 1 -

